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Strategic project

　
市
は
、新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課

題
に
機
能
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、

市
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

22
年
度
は
、重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
長
期
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
の
円
滑

な
執
行
と
、事
業
効
果
を
高
め
る
体
制
に

し
て
い
ま
す
。

　
農
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、生

産
か
ら
販
売
ま
で
一
体
的
に
施
策
展
開
が

図
れ
る
体
制
と
す
る
た
め
、農
林
振
興
課

の
所
管
と
し
、政
策
推
進
課
で
行
っ
て
き

た
事
務
を
農
業
振
興
係
へ
移
管
し
ま
す
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、政
策
推
進
課
に「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
係
」

を
新
設
し
、担
当
を
明
確
に
し
て
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

　
観
光
振
興
・
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

商
工
観
光
課
を
３
係
体
制
に
強
化
し
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。商
工
業
振
興
・

ま
ち
な
か
活
性
化
な
ど
を「
商
工
振
興
係
」、

観
光
振
興
・
定
住
促
進
な
ど
を「
観
光
定
住

係
」、企
業
誘
致
な
ど
を「
企
業
立
地
係
」が

所
掌
し
ま
す
。「
庄
原
さ
と
や
ま
博
」は
、担

当
主
幹
を
配
置
し
推
進
し
ま
す
。

●
危
機
管
理
・
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る

　
た
め
、総
務
課
に
危
機
管
理
担
当
主
幹

　
を
新
た
に
配
置
。ま
た
、選
挙
係
は
危
機

　
管
理
係
を
併
任
し
ま
す
。

●
地
域
主
権
に
対
応
す
る
政
策
法
制
体
制

　
を
強
化
す
る
た
め
、総
務
課
に
法
制
係

　
を
新
設
し
ま
す
。

●
保
育
所
の
新
設
や
整
備
、指
定
管
理
者

　
制
度
の
導
入
な
ど
、保
育
所
関
係
業
務

　
の
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、女
性
児
童

　
課
に
施
設
管
理
係
を
新
設
し
ま
す
。

●
建
設
課
所
管
の
事
業
用
地
取
得
に
係
る

　
事
務
の
一
部
本
庁
集
約
、未
登
記
物
件

　
の
計
画
的
整
理
に
向
け
た
体
制
を
強
化

　
す
る
た
め
、建
設
課
に
用
地
係
を
新
設

　
し
ま
す
。

●
係
統
合
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
を
図
る

　
た
め
、企
画
課
地
域
振
興
係
を
企
画
調

　
整
係
へ
統
合
、水
道
課
業
務
係
を
庶
務

　
係
へ
統
合
し
ま
す
。

●
建
設
課
へ
事
務
の
一
部
集
約
な
ど
に
よ

　
り
、各
支
所
環
境
建
設
室
は
、管
理
係
と

　
事
業
係
を
統
合
し
、「
環
境
建
設
係
」１

　
係
と
し
ま
す
。た
だ
し
、東
城
支
所
は
、

　
管
理
区
域
面
積
が
広
く
、維
持
管
理
業

　
務
が
広
範
囲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
行

　
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

※
庄
原
市
行
政
組
織
図
は
、4
月
号
別
冊

の「
各
部
署
の
配
置
と
職
員
の
ご
案
内
」に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

こんなとき 手続き内容 手続きに必要なもの

●勤め先を退職したとき
　（厚生年金、共済組合を脱

退したとき）

第1号被保険者へ切り替え
をします。

（国民年金保険料の納付を
個人納付へ切り替えます）

第1号被保険者への切り替
えをします。

（国民年金保険料の納付を
個人納付へ切り替えます）

国民年金への加入手続き
をします。

（20歳の誕生月の初旬に、
年金機構から国民年金加
入の案内が届きます。1日
生まれの方は前月の上旬
になります）

住所変更の手続きをします。
（納付書や各種案内の送付
先となります）

氏名変更の届けをします。

●会社勤めをしている
　（厚生年金や共済組合に

加入している）配偶者の
扶養から外れたとき

●20歳になったとき
　（厚生年金や共済年金に

加入していない場合）

●他の市町村から転入し
たとき

●庄原市内で転居したとき

●氏名が変わったとき
　（婚姻、離婚、養子縁組など）

①年金手帳
②退職した年月日が分かる
　書類
③印鑑

①年金手帳
②扶養から外れた年月日が
　分かる証明書
③印鑑

①案内がすでに手元に届いて
　いる場合はその文書
②印鑑

①年金手帳
②印鑑

①年金手帳
②印鑑

加
入
者
の
種
別
は
３
つ

市
役
所
へ
届
け
出
が
必
要
な
場
合

市役所へ届け出が必要となるとき

保健医療課　国保年金係
鈎0824‐73‐1158

国 民 年 金

届け出は
忘れずに

※印鑑は認印でかまいません。 手続き先　市民生活課戸籍住民係または各支所市民生活係

他の市町村から引っ越してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に引っ越すとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

住所、世帯主、氏名が変わったとき

就学のため、別に住所を定めるとき

他市町村の転出証明書・印鑑

職場の健康保険をやめたことの証明書・印鑑

被扶養者でなくなったことの証明書・印鑑

保険証・母子健康手帳・印鑑

保険証・印鑑

職場の健康保険の保険証・国保の保険証・印鑑

職場の健康保険の保険証・国保の保険証・印鑑

保険証・印鑑

保険証・在学証明書・印鑑

国
保
に

加
入
す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他

こんなときに これを持って市役所へ

国 保

保険証の
切り替えは
お早めに

本
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
み
ん
な
国
民
年
金
へ
加
入

し
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。国
民
年
金
の
加
入
者
の
こ
と
を

「
被
保
険
者
」と
呼
び
、3
つ
の
種
別
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
は
、そ
の
種

別
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、異
動
す
る
た
び

に
届
け
出
が
必
要
で
す
。自
分
自
身
の
年
金

記
録
を
き
ち
ん
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

も
、こ
れ
ら
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
第
1
号
被
保
険
者
／
自
営
業
、学
生
、無

　
職
の
方
な
ど（
第
2
、第
3
号
被
保
険
者

　
に
該
当
し
な
い
方
）

●
第
2
号
被
保
険
者
／
会
社
員
や
公
務
員

　
な
ど（
厚
生
年
金
制
度
や
共
済
年
金
制
度

　
に
加
入
し
て
い
る
方
）

●
第
3
号
被
保
険
者
／
会
社
員
や
公
務
員

　
な
ど（
第
2
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ

　
て
い
る
配
偶
者

　
第
1
号
被
保
険
者
の
こ
と
を「
国
民
年
金

加
入
者
」と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、第

2
号
被
保
険
者
も
第
3
号
被
保
険
者
も
、国

民
年
金
加
入
者
で
あ
り
、保
険
料
を
納
め
て

い
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
は
種
別
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
第
1
号
被
保
険
者
／
日
本
年
金
機
構
か

　
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
、ま
た
は
口
座
振

　
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
な
ど
、一

　
人
一
人
が
自
主
的
に
納
め
て
い
く
必
要

　
が
あ
り
ま
す
。

●
第
2
号
被
保
険
者
／
加
入
し
て
い
る
年

　
金
制
度
か
ら
拠
出
金
と
し
て
国
民
年
金

　
制
度
に
ま
と
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、

　
個
人
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
厚

　
生
年
金
や
共
済
年
金
の
保
険
料
は
給
料

　
な
ど
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。）

●
第
3
号
被
保
険
者
／
配
偶
者
の
加
入
し

　
て
い
る
年
金
制
度
か
ら
拠
出
金
と
し
て

　
国
民
年
金
制
度
に
ま
と
め
て
支
払
わ
れ

　
ま
す
の
で
、個
人
で
納
め
る
必
要
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

　
第
2
号
被
保
険
者
が
勤
め
先
の
会
社
を

退
職
し
た
り
、第
3
号
被
保
険
者
が
配
偶
者

の
扶
養
か
ら
外
れ
た
り
し
て
、第
1
号
被
保

険
者
に
変
更
と
な
る
場
合
は
、国
民
年
金
保

険
料
を
個
人
で
納
付
す
る
た
め
の
切
り
替

え
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
他
、第
1
号
被
保
険
者
の
住
所
や
氏

名
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、左
表
の
よ

う
な
場
合
に
は
市
役
所
へ
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、平
成
29
年
ま
で
段

階
的
に
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料（
平
成
22
年
4
月
分
～
平
成
23
年
3
月

分
）は
月
額
1
万
5
1
0
0
円
で
、昨
年
よ

り
4
4
0
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日4
月
は
就
職
や
退
職
、就
学
な
ど

に
よ
る
異
動
が
も
っ
と
も
多
い

月
で
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
脱
退

を
し
た
と
き
は
、14
日
以
内
に
必
要
な

書
類
を
そ
ろ
え
て
国
民
健
康
保
険
の
脱

退
や
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
が
遅
れ
る
と

国
保
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
に
加
入
し
た
と

き
は
、そ
れ
ま
で
の
保
険
税
を
ま
と
め

て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、異
動
の
届
け
出
を
し
な
い
ま

ま
資
格
期
間
の
な
い
保
険
証
で
医
療

機
関
に
か
か
る
と
、保
険
給
付
を
誤
っ

て
受
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、医
療

費
の
清
算
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。自
分
の
加
入
し
て
い
る
保

険
制
度
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
、正

し
い
保
険
証
で
医
療
機
関
に
か
か
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

届け出が
必要な事例

企
画
課
企
画
調
整
係

鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
2
8

重
点
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
強
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
体
制
を
充
実

そ
の
他
の
主
な
変
更
点

22
年
度
組
織
・
機
構
の
見
直
し

種
別
ご
と
の
納
付
方
法

22
年
度
の
保
険
料
は
1
万
5
1
0
0
円

※印鑑は認印でかまいません。

保健医療課国保年金係
鈎0824-73-1158

届
け
出
は
14
日
以
内


